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五
月
二
七
日
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
と

物
部
森
林
組
合
は
、「
香
美
市
物
部
町
小
川
地

域
の
森
林
整
備
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
し

て
作
業
道
開
設
や
間
伐
等
を
計
画
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
資
源
の
循
環
利
用
と
、

健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
香
美
市
物
部
町
小
川
地
域

に
所
在
す
る
国
有
林
三
七
七
ha
と
、
民
有
林

の
小
規
模
な
森
林
を
集
約
化
し
た
「
森
の
工

場
」
五
五
〇
ha
の
合
計
九
二
七
ha
を
対
象
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
四
年
間
で
約
四
㎞
の
作

業
道
を
開
設
し
、
一
三
三
ha
の
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

今
年
一
月
に
森
林
組
合
長
か
ら
署
長
に
「
国

有
林
道
の
終
点
か
ら
民
有
林
に
到
達
す
る
作

業
道
を
設
け
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
の
相
談
が
あ
り
、
話
し
合
い
を
続
け
た
結

果
が
協
定
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
定
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
協

定
区
域
に
国
有
林
分
収
造
林
や
公
団
造
林
、

市
有
林
等
を
含
む
た
め
、
こ
れ
ら
関
係
者
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
、
管
内
の
森

林
・
林
業
の
再
生
・
発
展

に
資
す
る
よ
う
に
、
民
有

林
関
係
者
と
一
層
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〈高知中部森林管理署〉

二村署長と小松物部森林組合長協定調印
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六
月
一
〇
日
、
四
国
森
林

管
理
局
に
お
い
て
、
第
一
回

目
の
技
術
開
発
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
森

林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺

伝
資
源
、
民
有
林
管
理
経
営

の
専
門
家
等
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
二
年

度
に
実
施
し
た
五
課
題
の
調

査
結
果
及
び
二
三
年
度
新
規

課
題
の
「
か
か
り
木
処
理
器

具
の
改
良
及
び
伐
採

方
法
の
検
討
」
（
平
成

二
三
年
度
林
野
庁
重
点

課
題
に
選
定
）
を
加
え

た
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
『
試

験
課
題
「
天
然
林
に
お

け
る
ス
ギ
天
然
更
新
技

術
の
確
立
」
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ッ
ト
内
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
、
稚

樹
が
発
生
と
消
長
を
繰

り
返
し
て
い
る
原
因
に

つ
い
て
、
発
生
し
た
稚
樹
の
成

長
量
と
併
せ
て
周
囲
の
広
葉
樹

の
調
査
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

試
験
課
題
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

囲
い
ワ
ナ
に
関
す
る
研
究
」

に
つ
い
て
は
、
複
数
頭
捕
獲

で
き
る
簡
易
・
安
価
な
試
験

に
期
待
し
て
い
る
。

　

試
験
課
題
「
か
か
り
木
処

理
器
具
の
改
良
及
び
伐
採
方

法
の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、

器
具
重
量
の
軽
量
化
と
間
伐

現
場
へ
携
行
し
や
す
い
器
具

の
挑
戦
に
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。
』
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
頂
い
た
こ
れ
ら
の

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
試
験
設
計
調
査
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
三
年
度

　
第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
を
開
催

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

第１回技術開発委員会

  

国
際
森
林
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

      

「
古
い
に
し
えの
森
林
鉄
道
を
訪
ね
て
」

〈
指
導
普
及
課
〉

　

六
月
五
日
、
国
際
森
林
年

記
念
事
業
と
し
て
、
高
知
県

安
田
町
と
馬
路
村
の
昭
和
三
八

年
に
廃
線
と
な
っ
た
魚
梁
瀬

森
林
鉄
道
遺
産
と
魚
梁
瀬
の

千
本
山
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を

「
中
芸
地
区
森

林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す

る
会
」
及
び
「
魚

梁
瀬
森
の
案
内

人
ク
ラ
ブ
」
の

協
力
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
公
募
に
よ
り
、
四
三

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
の
中
で

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す
る
会
」
作
成

の
ビ
デ
オ
で
森
林
鉄
道
の
歴

史
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
つ

つ
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
地
は
、
安
田

川
沿
い
に
残
る
明
神
口
橋
と

オ
オ
ム
カ
エ
隧
道
で
す
。
森

林
鉄
道
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
先
達
の
施
工
技

術
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
路
村
入
り
口
に

レ
ー
ル
が
残
さ
れ
た
五
味
隧

道
に
降
り
立
ち
感
嘆
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

次
は
、
魚
梁
瀬
の
丸
山
公

園
に
復
元
さ
れ
た
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
に
乗
車
し
ま
し
た
。

本
ツ
ア
ー
参
加
者
の
中
で
唯

一
の
児
童
が
特
別
に
機
関
車

へ
の
乗
車
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
魚
梁
瀬
の
シ
ン

ヤナセスギ
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ボ
ル
千
本
山
を
訪
れ
、
森
の

案
内
人
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
森
を
散
策
し
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
美
林
が
広
が
る
展

望
台
ま
で
み
て
貰
い
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
連
日
の
雨
に

よ
り
、
整
備
し
て
あ
る
木
道

が
滑
り
危
険
で
あ
る
た
め
、

今
回
は
残
念
な
が
ら
、
森
の

巨
人
百
選
の
「
橋
の
大
杉
」

付
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
歴
史
を

大
切
に
保
存
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
っ
た
。
」
「
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
癒
さ
れ
ま
し
た
。
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

  

ふ
れ
あ
い
親
子
体
験
ツ
ア
ー

     

『
森
と
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

　

六
月
一
一
日
、
「
ふ
れ
あ
い

親
子
体
験
ツ
ア
ー
」
を
、
公

募
に
よ
り
募
集
し
た
、
親
子

一
五
組
、
三
〇
名
が
参
加
し

て
、
高
知
県
い
の
町
脇
の
山

の
四
国
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ザ
本
川
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ

の

ツ

ア

ー

は
、

平

成

一
五
年
か
ら
四
国
森
林
管
理

局
と
四
国
電
力
高
知
支
店
の

共
催
で
実
施
し
て
お
り
、
今

回
で
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
予
定
は
、
ア
メ
ゴ

の
放
流
、
発
電
シ
ス
テ
ム
の

勉
強
、
発
電
所
の
見
学
、
森

林
教
室
、
木
工
教
室
、
木
の

オ
モ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
、
国
有
林

試
験
地
の
見
学
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
こ
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
ア
メ
ゴ

の
放
流
は
前
日
か
ら
の
大
雨

の
た
め
、
川
が
増
水
し
危
険

と
の
判
断
か
ら
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

開
会
は
、
四
国
電
力
本
川

発
電
所
の
四
国
電
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ザ
で
、
当
局
の
指

導
普
及
課
長
が
、
「
森
と
水
、

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
見
て
聞
い
て
体
験
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
、

発
電
所
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を

勉
強
を
し
て
、
地
下
深
く
に

あ
る
本
川
発
電
所
の
揚
水
発

電
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
で
は
、
普
段
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
発
電
所

の
設
備
に
、
参
加
者
は
、
興

味
深
げ
に
説
明
に

聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

次
は
、
同
会
場

内
で
、
森
林
教
室

で
森
林
と
水
と
の

関
係
に
つ
い
て
勉

強
し
、
続
い
て
木

工
教
室
で
、
木
の

枝
の
木
片
や
竹
な

ど
を
材
料
と
し
た

貯
金
箱
な
ど
を
完

成
さ
せ
、
木
で
作
っ

た

オ

モ

チ

ャ

の

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
四
国
電
力
の
石

井
課
長
か
ら
、
「
木
に
触
れ
、

森
を
育
て
水
を
大
切
に
し
、

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切

に
使
う
よ
う
」
参
加
者
に
お

願
い
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
バ
ス
で
の
帰
路
、

国
有
林
が
実
施
し
て
い
る
技

術
開
発
試
験
林
を
見
学
し
全

行
程
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
雨
天
の
た
め
一

部
予
定
変
更
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
に
と
っ
て
森
と

水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
を

新
た
に
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

パズルを楽しむ


